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口i蓋扁桃遊出細胞について
第　1編

健康口蓋扁桃にお・ける遊出細胞について

金沢大学医学部耳鼻咽喉i科学教室（主任　松田敏授）

津　　田　　三　　郎
　　　8α6Z‘7℃　　jr78％（1α

　　（昭和30年5月24日郭雀）

第1章緒

　　扁桃はその解剖学的位置の関係から，何らか

　の生理的使命を帯びているものであろうと，古

　来から多数の学者により研究討論せられて今日

　に至っている．従ってその間府：方面から枚挙に

　逞のないほど多くの説が唱えられている．1882

　年St6brは扁桃の上皮細織を通じて縄えず多数

　の白血球が遊出する事実を発見した，この確固

　たる事実は扁桃の，生理的機能問題に：重大な役

　割を果すことは論を侯たない所である．更に

　St6hrは白血球の上皮下半を通過する際上皮

　間隙に生理的損傷を作って遊出することを証明

’した．この事実によって多くの臨床家はこの

　生理的損傷を病原菌の侵入門戸であるとして伝

　染媒介読を唱え，叉Gu11al！d，　Romance等は

　Metchinko仔の発見した喰菌作用を根拠として，

　遊出細胞の喰菌作用によって外部から侵入する

　細菌を牧容破壊して身体に対し保護作用を営む

　となす伝染防禦説を唱え，一時賛成せられた

　が，喰：菌作用を営むのは申性好性細胞であっ

　て，扁桃から遊出する白血球は，：Hendelson，

書

：Brleger，　Goodale等によって殆んど全部が淋巴

球であると発表せられたので本説は顧みられな

くなった．しかし原田氏は遊出細胞には淋巴球

以外に中性好性細胞が存在し，これが喰菌作用

を営むことを認めて本説を支持するに至った．

叉Berge】，松田，大野，猿渡氏等は遊出細胞が

淋巴球である点より推して消化機能との関係に

ついて実験的研究を行っている．

　本遊出細胞の成分，機能について藤田氏（19

34），原田氏G936），浦島氏（1938）等の詳細

な研究の発表があるも，その成分については全

く相反する結果を報告している．即ち藤田，蒲

島氏等は中性好性細胞が大部分を占めるとなす

に対し，原田氏は淋巴球が最も多く出現すると

発表している．

　私は斯る点を究明せんとして検索を行い，い

ささか得る所があったので，ここに報告するも

のである．

　本編においては先ず健康者における口蓋扁桃

遊出細胞について述べることにする、

第2章　検索材料並びに採取法及び検索法

　　　　　第1項　検　索　材　料

　本研究に使用した材料はすべて入類の生体口

蓋扁桃であって，急性炎症の既往なく，腺窩栓

子を認めず，扁桃及び口蓋粘膜に発赤なく，全

く臨床上健康であると認めたものを選び，その

扁桃の表面及び腺窩から探取した遊出細胞につ

いて検索を行った．被検人員は60名で，男女同

数とし，5～10：歳とその他は10年毎に纏め，性

【11】



1364 、津 田

別並びに構成年齢は第1表の如くである．

第　　1　　血

糊！男＝劇女性計
年闘損鴨鴫損隔欄
5一一10歳15名

11－20歳

21－30歳

31－40歳

41－50歳

51－60歳

5名

5名

5名

5名

5名

7．4歳

14・2歳

24．6歳

34．2歳

43．8歳

53．6歳

5名

5名

5名

5名

5名

5名

6・4歳

14・0歳

25・2歳

34・6歳

44・8歳

54・4歳

10名

10名

10名

10名

10名

10名

　　　　　第2項材料採取箇所
　表面，腺窩共に扁桃の中央部から探回した．

扁桃の上部にある凹凹は上方に向う排泄管のよ

うなものであって，そこに脱落表皮，死滅遊出

細胞等が蓄積して，中央及び下部とは当然相違

あるべきことが想像されるので中央部を撰択す

ることとした．

　　　　　第3項　探　取　方　法

　1．表面．白金耳を用いて口蓋扁桃の中央部

の表面を圧迫乃至損傷することなく，軽く全面

的に動かして探汗した遊出物を，予め清拭した

載物硝子上に滴下して置いた生理的食塩水の1

滴中に加え，白金耳を以て混合拡展し，直ちに

団扇を用いて急速に乾燥せしめてから，「メチ

ルアルコール」固定、「ギームザ」染色を施して

検鏡した．観察細胞は連続200個であって，細

胞の多数集合して：二子となり形欣不明の箇所を

除外した．

　2．腺窩．鰐淵氏鼓室注射器の簸条に枠を取

り付け，吸子の0・1ccの容量のみ移動し得ら

れる如くに調節し，尖端に内径約0．8mmの中

央約120度に屈曲せしめた鈍針を嵌め，予めこ

の注射器に0．1ccの生理的食塩水を吸引して置

き，十指，示指，中指の3指で注射器を保持

し，中央部の二三内に深く挿入してから徐々に

内容液を注入し，次に栂指を軽く緩めると機才

の作用により洗際液を吸引することができる．

この1滴を載物硝子上に滴下し，注射針の尖端

の眞直ぐの部で各標本同一の広さに拡展せし

め，表面探取法と同様に乾燥，固定，検鏡し

た．この探取法は最も熟練を要し，注入，吸引

共に極く綾徐に，而も各回とも一定の速度で行

った．急激に操作すれば被検者に頭痛を与え，

探取後に軽度の出血を来し，論義取液に赤血球

を混入する場合があるから，斯る時には直に検

鏡を中止した．

　　　　　第4項　検　索　項　目

　1．細胞成分血液申にあらわれる成分のみ

を観察し，上皮細胞を除外した．

　2．中性好性細胞，淋巴球百分比，中性好性

細胞と淋巴球との比較を簡輩に明示できるよう

に下記によって算出した数を用いた．

　　　　恥辮慧田胞x…（％）

　即ちその数値が100であれば中性好性細胞と

淋巴球とは同率であって，もし100丁目大であ

れば，淋巴球が多数で，小であれば中性好性細

胞が多数出現したこととなるのである．

　3．同一扁桃の2箇所における観察．同一扁

桃において表面及び二三にて探取箇所によって

成分の出現率の相違の有無を検した．

　4．細胞出現度．染色標本上の細胞配列の1伏

態によって，第2表に準拠して出現度数を与

え，以て各扁桃を比較した．これがために標本

作製にあたり，白金耳による探取物及び注射器、

で得た二丁液を落物硝子上に拡展の要領を一定

にすることが肝要である，

第　　2　　表

　　　　
細胞1
出現度i 標本の細胞配列状態

0

1

2

3

4

5

全く細胞を認めないもの

全学本中100個以下を算するもの

全標本中200個以下を算するもの

全標本申200個以上を算するもの

覗野20個以内にて200個を算するもの

覗野10個以内にて200個を算するもの

　5．貧喰細胞．本観察は培養並びに特殊染色

することなく，「ギームザ染色によってのみ形

態上で細胞の原形質中に存在する細菌，異物9

有無によって判定した．
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第3章検索成績
　イ．本検索において出現を見た細胞成分は中

性好性細胞，淋巴球，「エオジン好性細胞，「プ

ラスマ細胞及び破壌細胞であって，検索成績を

述べんとするに当り先ず各細胞の特性を記すれ

ば次の如くである．

　1．中性好性細胞

　本細胞は大：部分は隣る種の変性を来してい

る．その変化は核及び原形質に分けられ，核で

は融解，崩壌，萎縮である．

　核融解は軽度な時は染色力を減じ，淡紅色を

呈し同時に多少膨大する．変性高度となると，

「クロマチン網を失い原形質と混同した如くに

膨大した淡紅紫色の塊歌物として認められる．

変性一丁高度に進むと核は全然破壌，消失して

僅かに淡紫色の頽敗檬物質として認められるに

至る．

　核萎縮では核は著しく縮小し，「グロマチン

網は緻密且つ濃染して核塊となる．

　原形質の変性としては室泡形成，顯粒の膨

大，消失を来し，変性高度となれば更に膨大し

て全般的に均等に淡染し，叉は変性を来した核

と混合して全体として赤紫色に淡染する膨大不

規則な一塊となるに至る．

　このように細胞が死滅して形骸を止めるに至

ったものは他の退行変性に陥って細胞との鑑別

は困難で全く不能のことがあるも，染色の歌

態，照影等によって区別することができる．正

常形と恥曝変性とはその区別が困難であるが，

原形質の穎粒は浩失するも，その形態を保持す

るもの，及び核は多少膨大を来しても核形の判

然としているものは正常形に算入した．

　2．淋巴球

　淋巴球は中性好性細胞の如く変性を来すこと

少なく，末梢血液中に見られるものと大差ない

が，叉大形淋巴球も出現している。

　極く僅かに核の融解，i萎縮を来したものを認

めた．萎縮のため濃染して「プラスマ細胞との

鑑別に困難を感じた．

　原形質は末梢血液に比して狭小である．

　3．「エオジン好性細胞

　中性好性細胞と同門な歌態である．

　4．「プラスマ細胞

　原形質は濃染して見られたが性歌は流血中の

ものと大差を認めない．

　5．破壌糸田月参

　退行，破壊が顕著で核，原形質共に痕跡を認

めるのみで種別の鑑別不能のものを纏めて一項

目とした．

　ロ．次に扁桃の表面及び腺窩よりの探取箇所

による相違の有無を検せんがため，同一事件で

時を同じくして10個の扁桃について表面，腺窩

別にA，B2箇所より探堕した結果は夫々第3

表及び第4表の如くである．

　撮てA，B2群の不均値を比較して見るに，

出現細胞の主である中性好性細胞及び淋巴球に

ついて統計学の示す所に従い，2者の平均値の

差と夫々の準均誤差の自乗の和の準方根との商

は何れも3より小である故にA，B2群の申性

好性細胞及び淋巴球の平均値の差は有意義なも

のでない．故に表面，腺窩共に1箇所のみから

検索材料を探：卸した．

　ハ．検索成績を表面，腺窩に分けて個々人及

び年代別に第5表，第6表，第7表及び第8表

に一括表示した，
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第3表　（表　面）％

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

氏　 名

大○与〇

三〇澄○

田○欣○

沼〇五〇

申○邦○

名○正○

川○莞O
水○勇○

村○外○

島○み○き

年
齢

24

24

21

15

28

13

13

16

28

24

性
別

♂

♀

8

♂

ε

ε

♂

3

8

♀

均

採取
箇所

く堅

く倉

く会

く会

焔
く含

く会

く会

く倉

く三

二性好
性細胞

81．5

85．5

83．0

84．5

80．0

77．0

80．0

85．0

79．0

84．5

88．5

90．0

82．5

80．0

81．0

80．0

79．0

84．5

92．5

87．0

淋巴球

15．5
11．5

17．0

14．5

19．0

22．0

12．0

10．5

10．0

11．0

10．0

8．0

14．5

16．5

8．5

6．0

10．0

11．0

4．5

ユ0．5

エオジン
好性細胞

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

プラス
マ細胞

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

二三細胞

3．0

3．0

0
1．0

1．0

1．0

8．0

4．5

11．0

4．5

1．5

2．0

3．0

3．5

10．5

14．0

11．0

4．5

3．0

2．5

A鷹1、呈1：151・1・i5・2
B峨：套7垂6112i・1・14・・5

第4表（腺窩）％

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

氏　 名

田○俊○

森○正○

坂○富○子

新○就○

室Oき○子

秋○よ○え

沼○妙○

辻　○　子

、大○与○

名O正○

年
齢

22

15

13

24

28

28

12

6

24

13

性
別

8

δ

♀

♀

♀

♀

♀

♀

8

＄

L

均

探取
箇所

く会

く会

く会

く倉

く会

く会

く会

く会

く会

く会

中性好
性細胞

69．5

73．5

56．0

56．5

72．5

77．5

3．0

16．0

65．0

56．5

17．0

27．5

21．0
18．0

5．5

5．5

51．0

56．5

18．0

12．5

淋巴球

30．0

20．5

37．0

38．5

27．0
18．0

97．0

80．5

32．5

40．0

78．5

69．0

76．5

82．0

94．5

93．5

44．0

43．5

80．0

86．5

エオジン
好性細胞

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

プラス
マ細胞

0
1．5

0
0．5

0．5

1．0

0
0

0．5

0

0
0

0
0

0
0．5

1．0

0

0．5

0．5

破壊細胞

0．5

4．5

7．0

4．5

0
3．5

0
3．5

2．5

3．5

4．5

3．5

2．5

0

0
0．5

4．0

0

1．5

0．5

Ai灘雪§：14・1・・15「2・25
　40．0　　　57．2B｝
　±7．81　　±8．46 い1・・412・4
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　　　　第1節表面における観察

　　　第1項中性好性細胞について

　表面において最も多く出現するものは中性好

性細胞であって，その平均値は76．87±2．03％

で，退行変性細胞と離歌及び分葉核細胞とは夫

々38．54％，38．33％であって略ヒ同数を占め

ている．これを各個人別に見れば，最：高91．5

％，最低21．0％である．叉年代別に見れば第

1図の如くである．

％

100

90

第　　1　図

％

80

70

60

50

40

30

20

10

o

o

●●●

第　　2　　図

。

　　　　　●　●
　　　●●00　　　　　　・●

●　　　　　　　■

●

●

●

●

●
O　o

　む・　、。o嚇。．
●

　　　o

o

80

70

60

50

40

30

20

10

0

　9．　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　O　　O　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．

　　　　　　　　　　o　o　　　　●　　　　　　　　　●　　　●
　　o　　　　　●　o●　●
　　　　o　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
●　　　●　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　●
　●●●　　　　　　　　　●

●

●

●

●

0　　●

●

購5～10　　　11～20　　　21～30　　　31’）40　　　41～50　　　51～60歳

　即ち5～10歳最も少なく72．08％で，これよ

り漸次増加して31～40歳では82．66％で最高を

示し，41～50歳が略ぐ申間に位している．

　　　　　第2項淋巴球について

　淋巴球は申性好性細胞に反してその平均値は

17．1±2．09％の僅少である．各個三豊に見れ

ば，最高76．5％，最低2．5％である．

　叉年代別に見れば第2図の如くである．

　即ち5一エ0歳が最高で25．66％，それより次

第に減少して51～60歳が最低の10．33％であっ

て，41～50歳は漸減の曲線を脱して21～30歳と

31～40歳との申聞に位している。

5～10　　　11～20　　　21～30　　　31～40　　　41～50　　　51～60歳

　　第3項「エオジン好性細胞について

　「エオジン好性細胞の出現は極めて少なく，

不均値0．01％である．各個人では出現を見な

いものが多数で41～50歳の2例に出現したのみ

である．

　　　第4項「プラスマ細胞について

　「プラスマ細胞の出現も亦極めて僅少であっ

てその平均値は0．1％である．各個人別では5

～10歳，11～20歳，21～30歳に各1例，41～50

歳に3例，計7例において出現を見た．

　　　　第5項破壊細胞について

　破壊細胞も中性好性細胞，淋巴球に比して非

常に少なく，その雫均値は5．75％に過ぎない．

各個人別では最高37．0％，最低0％である．

年代別に見れば11～20歳の7．18％を除き，

5～10：歳の2．12回忌り51～60歳の10．83％と漸

増の曲線を辿っている．

　　第6項中性好性細胞，淋巴球百分比

　中性好性細胞，淋巴球百分比は全例の平均は

22．86％であって，中性好性細胞の多数出現し

ていることを示している．

　年代別に見れば第3図の如くである．

　即ち最高は5～10歳の35．67％，最低は51～

60歳の12．97％でその曲線は41～50：歳に僅かに

突出しているが他は年代の進むに従って減少の

傾向を示している．
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　　　　第7項　細胞出現度について

　細胞出現度は2・31を示し，これを年代別に

見れば第4図の如くである．

　　　　　　　第　　4・図

葉核細胞とは夫々21．26％，i4．97％であって

退行変性細胞は僅かに多数である．これを各個

人について見ると最高82．0％，最低1．5％であ

る．これを年代別に見れば第5図の如くであ
る．
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　即ち5～10歳において最高でそれより漸減の

曲線をなすが41～50歳にて僅かに増加してい

る．

　　　　第8項貧喰細胞について

　貧喰細胞は全細胞の9．68％においてこれを

見る．細胞の種別では中性好性細胞9．47％，

淋巴球0．21％である．これを年代別に見れば

31～40：歳に最：も多く16．28％であり，5～10歳

に最低で4．55％である．

　　　　第2節　腺窩における観察

　　　第1項　中性好性細胞について

　腺窩において中性好・性細胞は卒均36．23±3・

37％の出現を見る，退行変性細胞と桿歌及び分

　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜画
　　　5～10　　　11～20　　　21～30　　　31～40　　　41～50　　　51～60歳

　即ち最：高は11～20歳の44．75％，最低は31～

40歳の19．33％で一定した曲線を示していな

い．

　　　　　第2項淋巴球について

　淋巴球は中性好性細胞に反しその出現多く，
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平均値60．88±3．48％であり，各個人について

見れば最高98．5％，最低15．5％である．これ

を年代別に見れば第6図の如くである．

　即ち5～10：歳，31～40歳に夫，々73．9％，78．

37％の多数であるが，11～20歳，51～60歳に夫

々52．25％，51．16％で一定した傾向の曲線を

示していない。

　　第3項「エオジン好性細胞について

　「エオジン好性細胞の出現は非常に少なく，

平均値0．04％であって全例中11～20歳，21～

30歳及び41～50歳に各1例出現している．

　　　第4項「プラスマ細胞について

　「プラスマ細胞の出現も亦極めて少なく，雫

均0．19％である．全例中12例に出現し，年代

別には5～10歳1例，11～20歳4例，21～30歳

2例，31～40歳2例，41へ50歳3例である．

　　　　第5項破壊細胞について

　破壊細胞は中性好性細胞及び淋巴球に比し極

めて少なくその卒均値は2．5％に過ぎない．各

人別では最高23．0％，最低0．5％である．こ

れを年代別に見れば41～50歳，51～60：歳に多数

出現の傾向にある．

　　第6項　中性好性細胞，淋巴球百分比

　中性好性細胞，淋巴球百分比は全例の平均は

168．03％であって淋巴球が多数出現しているこ

とを示している．

　これを年代別に見れば第7図の如くである．

　即ち最高は30～40歳の55L15％で5～10歳

がこれに次ぎ他は略ぐ同檬な数値を示し，一定

した曲線を呈していない．

　　　　第7項細胞出現度について

　細胞出現度は3．46を示し，これを年代別に

見れば第8図の如くである．
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　即ち5～10歳において最：高で，それより漸減

の曲線をなしているが41～50歳において僅かに

増加している．

　　　　第8項貧喰細胞について

　貧喰細胞は全細胞の3・71％においてこれを

見る．細胞の種別では中性好性細胞3．51％，

淋巴球0．2％である．これを年代別に見れば11

～20歳，51～60歳が最高であって夫々755％，

7．82％を示し，5～10歳において最低である．

第4章　総括並びに考按

　扁桃の上皮組織を通じて多数の白血球が遊出

する現象を1882年St6hrが発見したことは何

人も疑う余地のない事実であるが，Hendelson，

13riegel，　Goodale等は本遊出細胞の成分は淋巴

球であると発表したので，その後は一般に遊出

細胞は淋巴球であるとの想定のもとに種々研究

されていたが，1934年に至って藤田氏は犬を試

獣として研究し，その成分の百分比は中性好性
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細胞96・0鋸（内，退行変性型72．4％）淋巴球

3・3％，大軍核及び移行型0．4％，「プラスマ細

胞0・3％であると報告し，1936年原田氏は5歳

から47歳27名の健康人の口i蓋扁桃について研究

し，その腺窩から得た材料によって中性好性細

胞15．15％，淋巴球84．45％，大軍核及び「プ

ラスマ細胞0．41％であって，淋巴球以外に中

性好性細胞の存在によって喰菌作用のあること

を確認している．

　叉1938年浦島氏は健康犬15頭について中性好

性細胞935％，淋巴球2．5％，大軍核及び移

行型0．4％，「プラスマ細胞0．07％，組織球0．4

％という成績を発表している．

　以上の如く藤田，蒲鳥の両氏は犬について殆

んど一・致した結果を得たが，原田氏は人類につ

いて全く前2者とは反対の結果を得ている．被

検材料を異にしているとはいいながら余りにも

その差が顕著である．その原因を考察して見る

に藤田，蒲島再興は扁桃の表面から材料を得て

おり，原田氏は腺窩から探濁しているのであ

る．即ち材料探取法に基因するものであろうと

の思考のもとに前章の検索を行った所を次に総：

重して見ることにする．

　1．遊出細胞成分について

　表面においては5歳から59歳迄60名について

の亭均百分比は，中性好性細胞76．87士2．03％，

淋巴球17．1士2．09％，「エオジン好性細胞0．01

％，「プラスマ細胞0．1％，破壊細胞5．75％で

あって，中性好性細胞は藤田氏の96・0％，蒲

島氏の93，5％には及ばぬながらも私の結果は

76．87％で最も多く出現している．淋巴球は藤

田氏の3．3％，蒲島氏の2．5％よりは．多く17．1

％である．「エオジン好性細胞，「プラスマ細胞

及び破壌細胞は何れも僅少である．

　腺窩においては中性好性細胞36．23±3．37

％，淋巴球60．88±3．48％，「エオジン好性細胞

0．04％，「プラスマ細胞0・19％，破壊細胞2．5

％であって，淋巴球は原田氏の84．45％には及

ばぬが60．88％の高い出現率を示している．

　次に表面と腺窩とを比較して見るに，表面で

最多を占めるのは中性好性細胞であり（76．87

％），腺窩では淋巴球である（60．88％）．しか

し各個入について見れば中性好性細胞と淋巴球

との比較は区々であるが，同一人においては表

面では中性好性細胞，腺窩では淋巴球が多数を

占めるという事実は60例中僅かに2例を除き，

残余の症例のすべてにおいて認められる．

　以上によって表面においては中性好性細胞が

多数出現するとなす藤田，蒲島即下の成績と相

似し，腺窩において淋巴球が多数出現するとな

す原田氏の成績と略ヒ同檬な結果を得たのであ

る。私の成績から類推すれば3者の結果が相反

するのは，その探取箇所によるものであって検

索上の錯誤によるものでないと考えられる。

　2．同一扁桃の2箇所における観察

　遊出細胞を同「扁桃のA及びBの2箇所から

探照し，これをA，：B2群に分け，10例につい

て得られた値の準均値について考察すると，表

面では中性好姓細胞はA群で82．7％，B群で

83．8％であり，淋巴球はA群では12．1％，β群

では12．15％である．

　叉中性好性細胞，淋巴球百分頃はA群は14．

63％，：B群は14．49％である．

　腺窩では中性好性細胞はA群で37．85％，：B

群で40．0％であり，淋巴球はA群では59．7

％，13群では57，2％である．叉中性好性細胞，

淋巴球百分比はA群は157．72％，：B群は142．5

％である．以上の結果を見るとA，B2群にお

いて大差は認められない．

　3．遊出細胞出過度について

　遊出細胞成分の検索と同等に細胞の遊出の数

量，程度の観察も亦興味ある問題である．松田

氏は人間の唾液内白血球は1mln3申2400の多

数を算し，咽頭淋巴装置から遊出する細胞総数

は莫大なものであるといい，叉猿渡i教授は扁桃

早出前後における唾液及び胃液の淋巴球を比較

してダ淋巴球は犬において捌出後は捌出前に比

し著しく減少するが，入間では変化しないとい

っている．原田氏は1腺窩から1時闇内に遊出

する細胞数は27000余であって，酒食の前後で
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は特に変化を認めないと発表している．しかし

乍ら該遊出細胞の出現の各個人特に年齢的差

異については未だその報告に接しないが，私

の成績では表面において第2表による出現度

2．31，腺窩において3．46であって，叉年齢的

には表面，腺窩共セこ略ζ同様な傾向を以て年少

者に多く出現している．表面と腺窩とに差異の

あるのは，一は表面から白金耳で探取し，一は

腺窩の洗源液を探取したのであるから当然であ

るが，年少者は生活力旺盛であって，叉外来の

刺戟に対し抵抗弱く，防禦的に多数出現するも

のと思惟せられるのである．

　4．貧喰細胞について

　1884年Metchinkoffの喰菌作用の発見によっ

てGu11and，　Romance等1ま二二作用による伝染

防禦読を唱えたが，該遊出細胞は淋巴球である

から喰菌作用はないとして本読は顧みられなく

なったが，原田氏は遊出細胞の中には淋巴球の

ほかに中性好性細胞も証明されるから遊出細胞

には喰菌作用のあることを指摘し，更に淋巴球

も喰菌作用をなすことを確認して　Gulland，

Romance等の読に左租している．蒲島氏も全

細胞中3．1％の喰菌中性好性細胞の出現を認め

ている．

　私の成績では表面において全細胞中9・6％，

即ち中性好性細胞は9．47％，淋巴球は，0．21％

であり，腺窩において3．71％，即ち中性好性

細胞は3．51％，淋巴球は0．2％の貧喰率を示し

ており，腺窩よりも表面に貧喰細胞の出現が多

い．これによって遊出細胞は明らかに貧喰作用

を営むものであり，又中性好性細胞のみならず

淋巴球も僅かながら門下作用を発揮するものと

いえる．

第5章　結

　健康人の口蓋扁桃60例についてその遊出細胞

の検索を行い次の結果を得た．

　1）遊出細胞成分は表面で申性好性細胞76．8

7土2．03％，淋巴球17．1士2．09％，「エオジン好

性細胞0．01％，「プラスマ細胞0．1％，破壊細

胞5．75％，腺窩では中性好性細胞36．23士3．3

7％，淋巴球60．88±3．48％，「エオジン好性細

胞0．04％，「プラスマ細胞0・19％，破壌細胞

2．5％であって，表面では中性好性細胞，腺窩

では淋巴球が多数出現する．

論

　2）同一扁桃において表面，腺窩共に夫々相

異なる2箇所から探取検索するも，その闇に著

明な差異は認められない．

　3）遊出細胞出現度は表面は2．31，腺窩は3・

46であって，表面，腺窩共に年少者に多数出

現する．

　4）遊出細胞は細菌を貧喰する．即ち表面で

は全細胞中9．68％（中性好性細胞9，47％，淋

巴球0．21％），腺窩では3．71％（中性好性細胞

3．51％，淋巴球0．2％）という成績が得られた．

（主要参考文献は第4編末記に掲載する）
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